
ICTを活用した学習場面  

C２ 共同での意見整理 

指導の流れ 

児童の活動（ICT 活用の様子）・ICT 活用のねらいや留意点 

１．アルミニウムを溶かした塩酸を熱し、水分を蒸発させたあと、析出した白い粉を観察するとともに学習問

題を捉える。 

２．析出した物質はアルミニウムであるかどうか予想を立て，考えをロイロノートで提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

・ロイロノートを使って情報を全体で確認できるようにする。 

・台紙を色分けすることで意見（赤台紙：アルミニウムである 青台紙：アルミニウムでない）を確認し

やすいようにする。 

３．析出した物質がアルミニウムかどうかを確かめるための方法を考える。 

４．考えを交流し，実験と結果の見通しを持つ。 

ICT活用の効果（困りが解決されたか） 

 

 

 理科  ６年１組  後藤 裕樹 

単元名   水溶液の性質（６/１２） 

本時のねらい：塩酸から析出された白い粉が元のアルミニウムと同じ物かについて，両方を比較して特徴を見

比べたりこれまでの実験から得られた情報を想起し話し合ったりすることにより，自らの予想

を立証するための実験方法を考えることができるようにする。 

評価規準： 塩酸から析出された白い粉が，元のアルミニウムと同じ物かについて，自らの予想を立証するた

めの実験方法を考えている。【思考・判断・表現】 

成果：これまでは，自分の予想を立て考えを交流する場面で，全ての児童がどのような考えを持っているのか

を詳細に把握することが困難であった。今回，ロイロノートの発表機能を使い，各自の考えを提出する

ようにしたことで，児童の考えをスムーズに把握することができた。また，画面共有したことで，支援

を必要とする児童は友だちの意見を参考にしながら予想を立てることができた。さらに，意見ごとに台

紙の色を変えることで，全体的にどの意見が多いのかをクラス全員が理解することもできた。 

課題：実験を行う場合，全員が ICT 機器を使おうとすると，実験の妨げになってしまうことが予想される。

目的と状況に応じて班で一台扱うようにするなど，場の工夫が必要である。 


